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プ　ロ　グ　ラ　ム

【全国支部連絡会】

開 会 挨 拶
司 会

【定期総会】

開 会 宣 言
議長選出・議長挨拶
　「議事」

【幹事会】

開 会 宣 言
議長選出・議長挨拶
　「審議事項」

　「報告事項」

【懇親会】

司 　会
開 会 挨 拶
校 友 会 会 長 挨 拶
来 賓 挨 拶
来 賓 挨 拶
来 賓 挨 拶
功 労 者 表 彰
優 秀 学 生 団 体 表 彰
優 秀 学 生 個 人 表 彰
支 部 旗 授 与
乾 杯
歓 談 ・ 会 食
ア ト ラ ク シ ョ ン

抽 選 会
校 歌 斉 唱
閉 会 挨 拶

    

鈴　見　健　夫
林　田　和　雄

長谷川　健　嗣
鈴　見　健　夫

鈴　見　健　夫

泉　澤　定　雄
鈴　見　健　夫
五十嵐　久　也
村　上　雅　人
齊　藤　光　法
鈴　見　健　夫
鈴　見　健　夫
鈴　見　健　夫
鈴　見　健　夫
林　田　和　雄

野　口　博　文
畠　中　總一郎

実 行 委 員 長

校 友 会 会 長

（学法）芝浦工業大学理事長

芝浦工業大学学長

後 援 会 会 長

校 友 会 会 長

校 友 会 会 長

校 友 会 会 長

校 友 会 会 長

校 友 会 副 会 長

校 友 会 副 会 長

会 長

副 会 長

常 任 幹 事

仮議長（会長）

仮議長（会長）

　

１．平成 27年度　事業報告　　５．平成 28年度　予算案
２．平成 27年度　会計報告　　
３．平成 27年度　監査報告　　
４．平成 28年度　事業計画案　

１．常任幹事選出の件　　　　　

アントニオ 古賀

（実行委員　長谷川　健嗣）

軽音楽部カレッジ･ソサエティ･ジャズ･オーケストラ



ー3 －

平成27年度　事業報告

「運営」
1. 本部と支部及び会員の関係強化の為、支部総

　会に積極的に参加した

2. 支部活性化のため、本部役員が重点を絞り参

　加した

3. 休眠支部の再立上げと新支部の立ち上げを積

　極的に図り、尚且つ62支部に対し助成した

4. 母校支援事業として教育事業後援資金を提供

　した

5. 母校主催の「新年賀詞交歓会」・「ホームカ

　ミングデー」に協賛した

6. 在学生主催「芝浦祭」「大宮祭」へ支援した。

　平成27年11月１日～３日豊洲校舎にて開催

7. 資格取得講座の紹介業務を推進した

8. 平成27年度の新入生及び学部卒業生全員に記

　念品を贈呈した

9. 母校主催の父母懇談会に支部役員及び本部役

　員が参加協力した。全国14会場にて開催

10. 母校学生団体への資金協力をした

11. 箱根駅伝出場に向けての支援を行った

12. 校友のための実学サロンを6回実施した

13. 在校生就職支援委員会を6回開催。企業へ学

　  生50名紹介、内定者12名　就職率0.72％UP

「会議及び委員会」
＊定期総会（全国総会）   平成27年6月13日（土）

   ホテルイースト21  午後1時00分～午後1時55分

＊幹 事 会    平成27年6月13日（土）

  ホテルイースト21  午後2時00分～午後2時10分

＊懇 親 会   平成27年6月13日（土） 約700名参加

   ホテルイースト21  午後2時30分～午後5時30分

＊新年賀詞交歓会   平成28年1月22日（金）

   芝浦校舎　8階801、802大講義室　約140名参加

＊常任幹事会

　○第1回　  7月23日　○第2回　 12月10日　

　○第3回　  3月24日　○第4回　   5月19日   

＊全国支部連絡会（旧：全国支部長会議）

　○第14回　6月13日  

＊執行役員会（年間11回）　

　・今任期中の新規事業内容立案

　・幹事会及び常任幹事会が審議・決定する基

　　本的な運営方針と重要事項の事前審議

　・全国支部連絡会の企画・運営

　・幹事会及び常任幹事会に於いて決定した基

　　本方針を個別化し具体的に業務を執行し、

　　各業務間の調整を行う

＊総務・広報委員会（年間８回）

　・大学との連携によるインターンシップの充実

　・実学サロンの企画運営

　・校友会だより発行

＊財務委員会（年間2回開催）

　・基本財産及び流動資産の整理、統合、管理

　　の徹底

　・経理規則の見直し　　

　・予算書、決算書作成　　

＊組織委員会（年間11回開催）

　・校友会 会員名簿発行へ向けての打合せ

　・休眠支部・新支部立ち上げの推進

　・支部総会への参加　

　・外国支部の立ち上げ　

　・新規事業内容の検討

＊事業委員会（年間8回開催）

　・全国総会・懇親会及び新年賀詞交歓会の企

　　画・運営

　・資格取得講座への紹介業務拡大（収益事業

　　として）

　・校友倶楽部の充実

＊例規委員会（年間5回開催）

　・会則、規則の見直し・制定

＊特別委員会（年間4回開催）

　・箱根駅伝出場に向けての支援準備

　・課外活動優秀クラブ・学生への支援

＊在校生就職支援委員会（年間７回開催）

　・キャリアサポート課と綿密な打ち合わせ

＊監査役会（年間3回開催）

　・業務監査　

　・会計監査　

　・外部公認会計士との話し合い

＊選挙管理委員会

＊支部総会開催（平成27年4月～平成28年3月）

　　※支部総会開催リスト参照
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開催支部　合計 68支部 　参加者数　合計1955

4月  7日

4月11日

4月12日

4月18日

4月24日

5月   9日

5月22日

5月23日

5月30日

5月30日

5月30日

6月   6日

6月18日

6月19日

6月20日

6月25日

6月27日

7月   3日

7月   3日

7月   4日

7月   4日

7月   4日

7月11日

7月11日

7月11日

7月18日

7月25日

7月31日

8月   1日

8月   6日

8月21日

8月29日

8月29日

9月   5日

9月   7日

9月   8日

フ ジ タ 芝 浦 会

高 知

MOT 同 窓 会

香 川

清水建設芝浦会

二部ワンダーフォーゲル部 OB 会

竹 中 芝 浦 会

北 海 道

機械工学科同窓会

福 島

愛 媛

芝 浦 技 術 士 会

沖 縄

石 川

徳 島

宮 城

岩 手

秋 田

鹿 児 島

長 崎

鳥 取

静 岡 県 同 窓 会

愛 知

柔 道 部 OB 会

スキー部 OB 会

岐 阜

TBT（鳥人間）OB･OG 同好会

福 井

福 岡

川 崎 市 役 所

鹿 芝 会

ヨット部 OB 会

ソフトテニス部 OB 会

神 奈 川

住 芝 会

熊 本

東 京

高 知

東 京

高 松

東 京

港 区

東 京

札 幌

港 区

福 島

愛 媛

港 区

那 覇

金 沢

徳 島

宮 城

盛 岡

秋 田

鹿 児 島

長 崎

鳥 取

静 岡

名 古 屋

港 区

札 幌

岐 阜

彦 根

福 井

福 岡

川 崎

港 区

藤 沢

伊 豆 の 国

横 浜

港 区

熊 本

29

32

15

28

41

24

29

84

50

11

16

33

19

30

21

33

12

24

20

9

20

31

50

41

23

20

39

13

27

17

14

21

59

64

10

30

平成27年度支部総会開催

開催日　　　  支　部　名　　  開催場所 
参加
人数 開催日　　　  支　部　名　　  開催場所 

参加
人数

9月25日

9月26日

10月24日

10月24日

10月24日

10月31日

11月   6日

11月   6日

11月   6日

11月   7日

11月   7日

11月   7日

11月13日

11月13日

11月14日

11月14日

11月14日

11月21日

11月28日

12月   5日

12月   5日

12月12日

12月12日

12月14日

1月23日

1月23日

2月   6日

2月20日

2月27日

2月27日

3月   4日

3月   5日

3月   6日

3月 11日

3月23日

広島支部備後（分会）

大 分

青 森

埼 玉

新 潟

ハンドボール部 OB 会

広 島

東 京 総

神 奈 川 県 庁

佐 賀

山 口

鳥取米子（分会）

多 摩

関 西

栃 木

宮 崎

島 根

英 交 会

硬式野球部 OB 会

黒 潮 会

茨 城

台 湾

ギ タ ー 部 OB

シ ン ガ ポ ー ル

よ ろ く 会

長 野

鳥取支部倉吉（分会）

岡 山

千 葉 県

山 形

三 芝 会

群 馬

錬 心 会

山 梨

奥 村 組 芝 浦 会

24

20

52

26

24

58

59

13

20

14

26

48

45

21

11

66

14

17

53

6

30

9

28

41

24

26

25

22

32

40

11

20

福 山

大 分

青 森

大 宮

新 潟

港 区

広 島

豊 洲

横 浜

佐 賀

山 口

鳥 取

港 区

大 坂

宇 都 宮

宮 崎

松 江

港 区

豊 洲

港 区

水 戸

台 北

港 区

シンガポール

港 区

長 野

鳥 取

岡 山

千 葉

山 形

港 区

高 崎

港 区

甲 府

港 区
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平成 27年度　収支計算書
（平成27年4月1日～平成28年3月31日）

（単位：円）

科　　　目 　 予算額     　決算額         増　減
《事業活動収支の部》 
　【事業活動収入】
　　基本財産運用収入
　　・基本財産利息収入
　　会費収入
　　・正会員収入
　　　　終身会費収入（ａ）
　　　　終身会費収入（ｂ）
　　　　年会費収入
　　・臨時会費収入
　　　　全国総会会費収入
　　　　新年交歓会会費収入
　　事業収入
　　・名簿作成収入
　　・全国総会収入
　　・新年交歓会収入
　　・校友会だより広告収入
　　・その他の事業収入
　　・ＣＤ販売収入
　　・資格取得サービス収入
　　・校友倶楽部収入
　　寄付金収入
       雑収入
　　・受取利息
　　・雑収入
　　事業活動収入計
　【事業活動支出】
　　事業費支出
　　・全国総会懇親会支出
　　・支部協力助成金支出
　　・会誌発行費支出
　　・名簿支出
　　・教育事業後援費支出
　　・校友倶楽部支出
　　・代理徴収返還金支出
　　・その他の事業費支出
　　管理費支出
　　・会務運営費支出
　　・会議会合費支出
　　・管理費内予備費支出
　　事業活動支出計
　　事業活動収支差額
《投資活動収支の部》 
　【投資活動収入】
　　・基本財産取崩収入
　　・保証金・敷金回収収入
　  投資活動収入計
　【投資活動支出】
　　・基本財産組入支出
　　・什器備品取得支出
　　投資活動支出計
　　投資活動収支差額
《財務活動収支の部》 
　【財務活動収入】
　  　財務活動収入計
　【財務活動支出】
　  　財務活動支出計
　  　財務活動収支差額
当期収支差額
 
前期繰越収支差額 
次期繰越収支差額 

0
0

70,780,000
66,480,000

0
66,480,000

0
4,300,000
4,000,000
300,000

12,410,000
150,000
1,400,000
300,000
1,600,000
1,300,000
10,000
300,000
7,350,000

0
400,000

0
400,000

83,590,000

61,455,000
8,450,000
9,200,000
1,500,000
820,000

25,630,000
8,220,000
1,000,000
6,635,000
19,135,000
15,000,000
3,950,000
185,000

80,590,000
3,000,000

0
0
0

3,000,000
0

3,000,000
-3,000,000

0

0
0
0

69,916,048
69,916,048

50,762
50,762

70,186,035
66,526,000
40,000

66,480,000
6,000

3,660,035
3,329,035
331,000

13,141,563
196,000
1,340,000
305,000
1,819,892
1,303,047
18,000
462,240
7,697,384
74,000
113,407
10,134
103,273

83,565,767

62,626,043
9,937,497
11,193,973
2,185,056
732,413

22,755,187
8,915,965
1,160,000
5,745,952
19,180,213
15,534,063
3,646,150

0
81,806,256
1,759,511

30,007,146
0

30,007,146

3,038,809
0

3,038,809
26,968,337

0

0
0

28,727,848

69,916,048
98,643,896

-50,762
-50,762
593,965
-46,000
-40,000

0
-6,000
639,965
670,965
-31,000
-731,563
-46,000
60,000
-5,000

-219,892
-3,047
-8,000

-162,240
-347,384
-74,000
286,593
-10,134
296,727
24,233

-1,171,043
-1,487,497
-1,993,973
-685,056
87,587

2,874,813
-695,965
-160,000
889,048
-45,213
-534,063
303,850
185,000

-1,216,256
1,240,489

-30,007,146
0

-30,007,146

-38,809
0

-38,809
-29,968,337

0

0
0

-28,727,848

0
-28,727,848

中科目　　　 大科目
一般正味財産増減の部

１、経常増減の部

（1）経常収益

基本財産運用収益

　基本財産利息収益

会費収益

　正会員会費収益

　臨時会費収益

事業収益

　名簿作成収益

　全国総会収益

　校友会だより広告収入

　新年交歓会収益

　その他の事業収益

　CD販売収益

　資格取得サービス収益

　校友倶楽部収益

寄付金収益

雑収益

　受取利息

　雑収益

経常収益計 

（2）経常費用

事業費

　全国総会懇親会費用

　支部協力助成金

　会誌発行費

　名簿費

　教育事業後援費

　校友倶楽部費用

　代理徴収返還金

　その他の事業費

管理費

　会務運営費

　会議会合費

　減価償却費

経常費用計 

当期経常増減額

２、経常外増減の部

（1）経常外収益

（2）経常外費用

当期経常外増減額

　当期一般正味財産増減額

　一般正味財産期首残高

　一般正味財産期末残高

指定正味財産増減の部

　当期指定正味財産増減額

　指定正味財産期首残高

　指定正味財産期末残高

正味財産期末残高

50,762

66,526,000

3,660,035

196,000

1,340,000

1,819,892

305,000

1,303,047

18,000

462,240

7,697,384

10,134

103,273

9,937,497

11,193,973

2,185,056

732,413

22,755,187

8,915,965

1,160,000

5,745,952

15,534,063

3,646,150

808,823

50,762

70,186,035

13,141,563

74,000 

113,407

83,565,767

62,626,043

19,989,036

82,615,079

950,688

0

0

0

950,688

310,627,076

311,577,764

0

0

0

311,577,764

平成 27年度　正味財産増減計算書
（平成27年4月1日～平成28年3月31日）

（単位：円）

科　　　目
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平成 27年度　財産目録
（平成27年4月1日～平成28年3月31日）

（単位：円）

平成 27 年度　貸借対照表
（平成27年4月1日～平成28年3月31日）

平成28年3月31日現在 平成28年3月31日現在（単位：円）

平成 27 年度　監査報告

科　　　目　　　　　　　 　　金　　　額

Ⅰ資産の部

　１.流動資産

　　（1）現金預金

　　（2）仮払金

　　（3）立替金

　　（4）前払費用

　　流動資産合計

　２.固定資産

　　（1）基本財産

　　預金・国債

      （2）その他の固定資産

　　固定資産合計

　　資産合計

Ⅱ負債の部

　１.流動負債

　　（1）未払金

　　（2）前受金

　　（3）預り金

　　流動負債合計

　　負債合計

Ⅲ正味財産の部

　指定正味財産

 （うち基本財産への充当額）

 （うち特定資産への充当額）

　一般正味財産

 （うち基本財産への充当額）

 （うち特定資産への充当額）

　正味財産合計

　負債及び正味財産合計

99,561,400

10,260

16,200

36,016

202,287,407

10,646,461

70,000

861,000

48,980

99,623,876

212,933,868

979,980

312,557,744

979,980

0

《0》

《0》

311,577,764

《202,287,407》

《0》

311,577,764

312,557,744

科　　　目　　　　　　　 　　金　　　額

Ⅰ資産の部

　１.流動資産　

（1）現金預金等

　　①現金手許保有高

　　②普通預金

　　　みずほ銀行浜松町支店

　　　みずほ銀行芝支店

　　　三菱東京ＵＦＪ銀行田町支店（会費口）

　　　　三菱東京ＵＦＪ銀行田町支店（一般口）

　　　　三菱東京ＵＦＪ銀行田町支店（総会口）

　　　　三菱東京ＵＦＪ銀行田町支店（寄付口）

　　③郵便貯金

　　　郵便振替

（2）仮払金

（3）立替金

（4）前払費用

　　　流動資産合計

　２.固定資産

（1）基本財産

　　①基本財産（預金・国債）

         みずほ銀行浜松町支店（定期）

          みずほ銀行芝支店（定期）

          三井住友銀行三田通支店（普通）

          三井住友銀行三田通支店（定期）

          三菱東京ＵＦＪ銀行三田支店（普通）

          三菱東京ＵＦＪ銀行三田支店（定期）

           三菱東京ＵＦＪ銀行田町支店（定期）

          りそな銀行田町支店（普通）

          りそな銀行田町支店（定期）

          郵便貯金（普通）

          国　債

（2）その他の固定資産

　　①建物設備

　　②什器備品

　　③投資有価証券（㈱エスアイテック株式）

　　　　固定資産合計

　　　　資産合計

Ⅱ負債の部

　１.流動負債

 （１）未払金

 （２）前受金

 （３）預り金

　　　　流動負債合計

　　　　負債合計

　　　　正味財産合計

99,561,400

1,356,417

97,408,426

87,342,204

2,057,224

215,043

6,547,850

1,096,061

150,044

796,557

796,557

10,260

16,200

36,016

202,287,407

202,287,407

10,073,540

10,119,452

20,028,350

10,107,455

48,231,372

10,107,455

10,123,626

42,054,497

10,108,143

31,333,517

0

10,646,461

8,621,396

25,065

2,000,000

70,000

861,000

48,980

99,623,876

212,933,868

979,980

312,557,744

979,980

311,577,764
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平成 28年度　事業計画（案） 平成 28年度　収支予算書（案）
（平成28年4月1日～平成29年3月31日）

（単位：円）

科　　　目 　 予算額     前年度決算額     増　減
《事業活動収支の部》 

0
0

74,700,000
70,400,000

0
70,400,000

0
4,300,000
4,000,000
300,000

14,720,000
1,400,000
300,000
2,000,000
3,400,000
150,000
20,000
300,000
7,150,000

0
300,000

0
300,000

89,720,000

81,886,000
8,700,000
10,200,000
2,200,000
21,376,000
24,180,000
6,010,000
8,220,000
1,000,000
19,110,000
15,050,000
4,060,000

0
100,996,000
-11,276,000

21,276,000
0

21,276,000

10,000,000
0

10,000,000
11,276,000

0

0
0
0

98,643,896
98,643,896

50,762
50,762

70,186,035
66,526,000
40,000

66,480,000
6,000

3,660,035
3,329,035
331,000

13,141,563
1,340,000
305,000
1,819,892
1,303,047
196,000
18,000
462,240
7,697,384
74,000
113,407
10,134
103,273

83,565,767

62,626,043
9,937,497
11,193,973
2,185,056
732,413

22,755,187
5,745,952
8,915,965
1,160,000
19,180,213
15,534,063
3,646,150

0
81,806,256
1,759,511

30,007,146
0

30,007,146

3,038,809
0

3,038,809
26,968,337

0

0
0

28,727,848
69,916,048
98,643,896

-50,762
-50,762

4,513,965
3,874,000
-40,000

3,920,000
-6,000
639,965
670,965
-31,000

1,578,437
60,000
-5,000
180,108
2,096,953
-46,000
2,000

-162,240
-547,384
-74,000
186,593
-10,134
196,727
6,154,233

19,259,957
-1,237,497
-993,973
14,944

20,643,587
1,424,813
264,048
-695,965
-160,000
-70,213
-484,063
413,850

0
19,189,744
-13,035,511

-8,731,146
0

-8,731,146

6,961,191
0

6,961,191
-15,692,337

0

0
0

-28,727,848
28,727,848

0

「主要計画」

１、　全国総会・懇親会の開催

２、　本部と支部の連携強化と支部への多面的支援

　　  を図る

    　 ・支部連絡会の開催

    　 ・幹事会の開催

    　 ・校友会推薦による入試制度の創設推進を図る

    　 ・各支部への助成及び支部旗作成

    　 ・支部功労者表彰制度の運営

３、　健全な財務を育成する為の策定推進を図る

    　 ・財産管理の徹底

４、　各委員会を充実し、機能の拡大及び積極的活

　　  動の強化を図る

５、　母校及び在学生に対し支援活動を図る

    　 ・校友による実学サロンの開催

    　 ・新入生及び新卒業生への記念品贈呈

    　 ・箱根駅伝出場に向けての支援

    　 ・学生団体への資金協力

    　 ・ホームカミングデーの協賛

    　 ・その他大学行事への支援

    　 ・在学生のための就職支援強化（在校生就職支

　　　援委員会）

６、　新規幹事と常任幹事の発掘

７、　校友会と後援会の連携・強化を図る

    　 ・後援会との交流　

    　 ・父母懇談会への参加協力　

８、  校友倶楽部の運営

９、  収益事業の促進

    　 ・資格取得講座への紹介業務の運営

    　 ・校歌ＣＤの販売

    　 ・会員名簿の販売

    　 ・新規収益事業の開拓

１０、　芝浦技術士会、ＭＯＴ支部との協力事業の

　　　 模索

 【事業活動収入】

 　基本財産運用収入

 　・基本財産利息収入
 　会費収入
 　・正会員収入
 　　　終身会費収入（ａ）
 　　　終身会費収入（ｂ）
 　　　年会費収入
 　・臨時会費収入
 　　　全国総会会費収入
 　　　新年交歓会会費収入
 　事業収入
 　・全国総会収入
 　・新年交歓会収入
 　・校友会だより広告収入
 　・その他の事業収入
 　・名簿作成収入
 　・ＣＤ販売収入
 　・資格取得サービス収入
 　・校友倶楽部収入
 　寄付金収入

 　雑収入

 　・受取利息
 　・雑収入
 　事業活動収入計
 【事業活動支出】

 　事業費支出

 　・全国総会懇親会支出
 　・支部協力助成金支出
 　・会誌発行費支出
 　・名簿支出
 　・教育事業後援費支出
 　・その他の事業費支出
 　・校友倶楽部支出
 　・代理徴収返還金支出
 　管理費支出
 　・会務運営費支出
 　・会議会合費支出
 　・管理費内予備費支出
 　事業活動支出計
 　事業活動収支差額

　　　   《投資活動収支の部》 

 【投資活動収入】

 　・基本財産取崩収入
 　・保証金・敷金回収収入
   投資活動収入計
 【投資活動支出】

 　・基本財産組入支出
 　・什器備品取得支出
 　投資活動支出計

 　投資活動収支差額

　　　   《財務活動収支の部》 

 【財務活動収入】

 　 財務活動収入計

 【財務活動支出】

 　 財務活動支出計

 　 財務活動収支差額

　　　   当期収支差額

　　　   前期繰越収支差額 

　　　   次期繰越収支差額 



福岡支部

徳島支部
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平成27年度　校友会功労者表彰

　小杉氏は平成15年から平成27年までの12年間支部長を
努められ、この間一貫して校友会活動に尽力されまし
た。支部長をつとめる一方で国際交流活動にも取り組ま
れ、特に中国内モンゴル二胡奏者で留学生李彩霞さんを
迎えてのコンサート開催（芝浦工大校友会石川支部後
援）を推進されました。その他母の介護を通じての体験
を語る講演会等公私共にユニークな企画をもって支部長
として活躍されました。ここに氏が校友会支部長として
後輩会員に範を示されたことをもって功労者として推薦
するものであります。
　
　月形勲氏は、平成18年に福岡支部が再発足して以来、
役員（幹事・事務局員）として当時の上田事務局長と共
に、当支部の基礎造りに努めて来られました。
　平成22年には事務局長に就任され、当時の中村宣壽支
部長を補佐して、支部組織の発展や拡充・運営等にその
力量を遺憾なく発揮され、支部総会や九州・沖縄ブロッ
ク会議等の開催を着実に遂行されました。特に、少年少
女ロボットセミナーでは関係機関との協議を含め、全力
でこれを支援され現在の盛況に貢献されました。一昨年
に事務局長退任後は、顧問として現在も支部のために尽
力されています。
　以上よりここに、月形氏がこれまでに校友会福岡支部
の活動や運営に尽力された功績に対し、功労者として推
薦するものであります。

　私共校友会徳島支部は、2000年、粟飯原圭佑氏を中心
に支部設立準備会、徳島同窓会を経て設立の運びとなり
ました。
　支部設立後は9年間、初代支部長として当時の江崎元学
長と懇親を図り、また、四国支部各県支部との交流を推
進し、徳島支部の基盤を作り上げていただきました。
　この功績は平成28年度校友会功労者としてふさわし
く、推薦させていただきます。

  あいはら　   けいすけ

粟飯原　圭佑
（71歳）

つきがた　いさお

月形　勲
（71歳）

昭和43年
芝浦工業大学
工学部建築学科

昭和43年
芝浦工業大学
工学部建築学科

昭和42年
芝浦工業大学
工学部建築学科

石川支部

氏　名      卒業年･学校･学科　支部名　 　　　　    功　　　　　　績

　こすぎ　  としあき

小杉　俊明
（70歳）
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　昭和38年からしばらく熊本支部の事務局長補佐を勤め
平成6年から平成23年まで支部顧問、平成23年9月から平
成27年9月まで熊本支部長として活躍されました。
　特に、支部総会の活性化に尽力され、毎年30名前後の
出席を得、盛大に開催できるようになり、校友会の活動
にも積極的に参加されました。
　また、現在は支部相談役として、益々、後進の指導を
期待しているところです。

　芝浦工業大学が、東都大学硬式野球リーグ 1部で初優
勝（昭和35年）した時に、投手として活躍される一方、
強力なチームワークづくりに貢献されました。卒業と共
に日本電気工業(株)本社に就職、東海道新幹線東京駅新
設工事に3年間従事し、惜しまれながら郷里広島へ転勤さ
れ、以後各要職において活躍されました。
　一方、校友会活動では昭和57年に校友会広島支部の設
立メンバーに加担され、長期にわたって厳正な会計・監
査役を務められたのち、副支部長に推挙され当時の鈴木
保次支部長と一体になって支部興隆に努められ多大の成
果を挙げられました。
　在任中突如の病に見舞われ残念ながら、志半ばにして
退陣されましたが、その後も車椅子の助けを借りなが
ら、広島支部の発展と後輩支部員の指導に尽力され続け
ておられます。
　依って、「校友会功労者」に推薦致します。

　三浦弘志氏は大分支部設立に大変なご尽力を発揮さ
れ、以来、支部運営の中心的役割を担ってこられた。平
成13年の支部設立後は事務局長として、会員の連絡調整
や関係機関との折衝、組織の拡充に八面六臂のご活躍を
され、平成16年に支部長に就任されました。以来10年
間、支部長として新規会員の発掘や若手会員の募集にも
県下各地を訪ね、現在の大分支部を確立された功績は非
常に大きいものである。
　一方、在学中は空手道部員として文武両道に励まれた
ことと、穏やかな人柄と相まって、本部や全国各支部に
多くの友人、知人を有し、大分に三浦ありと皆様に慕わ
れております。

  みすみ 　  やすゆき

三角　保之
（75 歳）

あきた　    のぶや

秋田　伸哉
（76 歳）

昭和38年
芝浦工業大学
工学部電気工学科

昭和37年
芝浦工業大学
工学部電気工学科

熊本支部

広島支部

みうら   　ひろし

三浦　弘志
（72 歳）

昭和41年
芝浦工業大学
工学部土木工学科

大分支部

氏　名      卒業年･学校･学科　支部名　 　　　　    功　　　　　　績
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　昭和40年に湘南支部に副分会長として就任され校友会
活動を開始された。以後分会長を経て、昭和56年に事務
局長に就任された。
　特に、横浜支部を合併して神奈川支部を設立する準備
に尽力され、昭和61年に無事設立出来ました。その後、
神奈川支部では副支部長として10年に渡り活躍されまし
たが、この度平成27年7月にご家族の介護の為、辞任した
いとの申し出があり受諾しました。
　この50年に渡る長い期間、精力的に活躍された事に対
して功労賞表彰を推薦致します。

　昭和41年3月芝浦工業大学卒業後、芝浦工業大学（土木
工学科　助）勤務　昭和46年4月新潟県庁入庁、昭和60年
から校友会新潟支部の事務局5年間、幹事4年間、副支部
長6年間、常任顧問6年間努めていただきました。
　特に、富沢氏は校友会新潟支部の「支部だより」創刊
号、平成7年、「大学創立70周年記念事業」平成9年、
「校友会新潟支部の新しい名簿」平成15年、「新潟支部
創立45周年記念誌」平成18年の編集を中心的な役割をさ
れました。
　以上のように、富沢氏は長い間、役員として校友会新
潟支部で貢献されました。校友会新潟支部の役員会で本
部表彰を推薦しぜひお願いしたいと決定いたしました。
よろしくお願いいたします。

　支部結成初期より、幹事、副支部長等の役員を歴任さ
れ、支部活動に尽力して頂きました。
　昨年は支部長として支部創立50周年記念総会・懇親会
の実行委員長として、先頭に立ち、記念総会の成功に多
大なる貢献をして頂きました。

こにし　  まさあき

小西　正明
（77 歳）

昭和36年
芝浦工業大学
工学部電気学科

神奈川支部

とみざわ　   じろう

富沢　二郎
（72 歳）

昭和41年
芝浦工業大学
工学部土木工学科

新潟支部

氏　名      卒業年･学校･学科　支部名　 　　　　    功　　　　　　績

やまぐち　  とみお

山口　富雄
（74 歳）

昭和40年
芝浦工業大学
工学部建築学科

北海道支部
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平成28年度　母校文化会体育強化育成事業　奨励支援金対象団体

団体名      顧問 / 監督等 　　　　　    功　　　　　　績

顧　問
竹井　和典

① 理工系リーグ戦大会1部　2位（昨年1部に昇格）
② 関東大学バスケットボールリーグ4部下位リーグ5位
  （昨年4部に昇格）
③ 理工系秋季トーナメント戦　2位（昨年3位）

① 関東学生ソフトテニス春季リーグ3部2位　
  （昨年3部に昇格）
② 関東学生ソフトテニス秋季リーグ3部6位
③ 東理工科系大学春季リーグ1部3位　　　　
④ 東理工科系大学秋季リーグ1部2位

① 第27回ROBO-ONE優勝、近藤科学賞　
② 自作した二足歩行ロボットによる生涯学習センター
　 ロボットセミナーへの協力、学外への広報活動

① Build Live Japan 2015 最優秀賞、シティランド
　 スケープ賞、風のデザイン賞
② 日本建築学会建築会館にて建築展2015を実施　
③ 大宮キャンパス図書館にて「森の映画館～建築巡り
　 編～」を展示　
④ 東大宮近隣との協働活動

① 全日本スポーツダイビング室内選手権大会大学対抗
　 200メートルフリッパーリレー3位
② 関東学生潜水連盟フリッパー競技会　
　 個人男子400メートル　2位他

①｠全日本弓道選手権大会男子個人戦本選出場
　（全国大会は予選3318名で、本選出場554名の中に5名
　 出場）

① 大宮キャンパス内ペットボトルキャップ回収リサイクル　　
② さいたま市みどりの祭典にて松ぼっくりツリー工作体験
③ 東日本大震災復興ボランティア活動（宮城県南三陸町）

① 関東470選手権大会　出場85組中で42位と51位　

【体育会】
男子バスケットボール部

【体育会】
ヨット部

顧問
秋山　知彦

【文化系サークル】
場助っ人

顧問
桑田　　仁

【体育会】
弓道部

顧問
正木　匡彦

【体育会】
スキューバダイビング部

前顧問
足立　吉隆

顧問
澤田　英行

【文化系サークル】
建築研究会

【文化会】
ロボットサークル

S.R.D.C

顧問
有元　貴史

顧問
井戸川　知之

【体育会】
ソフトテニス部
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平成28年度　優秀学生個人表彰

　2015年5月30日に行われた第61回関東理
工科系学生剣道選手権大会で、女子個人戦
において60名中3位の成績を修めた。
（場所：首都大学東京体育館）

青木　沙希
　

システム理工学部
生命化学科 1年生
剣道 3段

【体育会】剣道部
剣道部

顧問：石渡　哲哉
監督：飯島　敏春

奨励金候補

（個人名）
所属団体 顧問・監督等 功　績
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平成28年度

芝浦工業大学校友会懇親会 支部賛助一覧
本総会にあたり下記支部より賛助頂きました

北

海

道

支

部

岩

手

支

部

秋

田

支

部

宮

城

支

部

山

形

支

部

福

島

支

部

栃

木

支

部

茨

城

支

部

埼

玉

支

部

千

葉

県

支

部

神

奈

川

支

部

新

潟

支

部

長

野

支

部

山

梨

支

部

富

山

支

部

石

川

支

部

福

井

支

部

静
岡
県
同
窓
会
支
部

愛

知

支

部

三

重

支

部

関

西

支

部

島

根

支

部

広

島

支

部

山

口

支

部

香

川

支

部

徳

島

支

部

愛

媛

支

部

高

知

支

部

大

分

支

部

福

岡

支

部

佐

賀

支

部

長

崎

支

部

鹿

児

島

支

部

沖

縄

支

部

英

交

会

支

部

緑

会

支

部

機
械
工
学
科
同
窓
会
支
部

二
部
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部

錬

心

会

支

部

川

崎

市

役

所

支

部

京

三

支

部

三

芝

会

支

部

鹿

芝

会

支

部

清
水
建
設
芝
浦
会
支
部

住

芝

会

支

部

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
Ｏ
Ｂ
会
支
部

多

摩

支

部

青

森

支

部

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
支
部

東

京

総

支

部



北 海 道

青 森

岩 手

秋 田

宮 城

山 形

福 島

栃 木

茨 城

群 馬

埼 玉

千 葉 県

東 京 総 支 部

多 摩

神 奈 川

新 潟

長 野

山 梨

富 山

石 川 　

福 井

岐 阜

静岡県同窓会

愛 知

三 重

関 西

鳥 取

岡 山

島 根

広 島

山 口

香 川

徳 島

愛 媛

高 知

大 分

福 岡

宮 崎

熊 本

佐 賀

長 崎

鹿 児 島

沖 縄

韓 国

台 湾

タ イ 王 国

上 海

シンガポール支部

MO T同窓会

機械工学科同窓会

よ ろ く 会

緑 会

英 交 会

黒 潮 会

二部ワンダーフォーゲル部OB会

錬 心 会

柔道部OB会

ギター部OB

芝浦技術士会

硬式野球部OB会

TBT（鳥人間）OB･OG同好会

ハンドボール部OB会

ソフトテニス部OB会

ヨット部OB会

スキー部OB会

安藤建設芝浦会

大林グループ芝浦会

奥村組芝浦会

神 奈 川 県 庁

川 崎 市 役 所

関電工芝浦会

京 三

熊谷組芝浦会

五洋建設芝浦会

三 芝 会

鹿 芝 会

清水建設芝浦会

住 芝 会

大 成 芝 浦 会

ダ イ ダ ン

大日本土木

高砂熱学工業

竹 中 芝 浦 会

戸田建設芝浦会

飛島建設芝浦会

日比谷芝浦会

フジタ芝浦会

芝 友 会

48･土木工学科

44･土木工学科

50･建築工学科

51･ 建 築 学 科

46･建築工学科

46･土木工学科

34･建 築 学 科

37･土木工学科

43･建 築 学 科

52･建築工学科

51･金属工学科

41･機械工学第二学科

39･電子工学科

45･機械工学第二学科

35･電気工学科

48･土木工学科

45･建 築 学 科

46･建築工学科

45･建 築 学 科

49･土木工学科

45･土木工学科

57･工業経営学科

50･土木工学科

40･電気工学科

50･電子工学科

48･建 築 学 科

40･電気工学科

45･通信工学科

45･建 築 学 科

43･土木工学科

45･土木工学科

45･通信工学科

47･建 築 学 科

47･建 築 学 科

50･土木工学科

45･土木工学科

45･工業化学科

52･建 築 学 科

41･土木工学科

48･通信工学科

61･工業化学科

43･電気工学科

56･土木工学科

19･土木工学科

63･機械工学第二学科

53･工業化学科

50･建 築 学 科

45･建 築 学 科

H21･工学マネジメント専攻

48･機械工学科

46･通信工学科

35･建 築 学 科

44･電子工学科

55･機械工学科

41･電気工学科

45･建 築 学 科

51･建 築 学 科

53･建 築 学 科

37･電気工学科

46･工業経営学科

H26･機械工学第二学科

47･工業経営学科

44･建 築 学 科

59･工業化学科

44･土木工学科

 

H3･建 築 学 科

56･土木工学科

56･土木工学科

56･建築工学科

56･電気工学科

H3･建 築 学 科

62･建築工学科

63･建築工学科

63･建築工学科

56･建 築 学 科

62･電気工学科

H2･建 築 学 科

56･建築工学科

56･土木工学科

55･電気工学科

55･建 築 学 科

55･電気工学科

45･建 築 学 科

H3･土木工学科

19･機械工学科

髙 野　義 昭

木 村　喜 有

遠 藤　龍 一

渡 邊　淳 悦

鎌 田　正 夫

川 越　　　進

斉    藤  　敬一郎

宇 塚　典 夫

村 田　省 吾

半 田　公 作

吉     池　 富士夫

金 井　昭 三

大 丸　征 史

谷 川　　　潮

安 藤　脩 二

臼 井　静 男

北 村　武 彦

渡 辺　一 郎

川　﨑　政 善

西　　   正 次

西 浦　正 三

平 井   良 樹

鈴 木　和 幸

平 塚　秀 雄

谷　水　  佐久也

水 口　　　譲

富 本　哲 郎

沖 本　光 昭

浅 野　正 教

立 木　　　貢

河 口　英 明

乾　　　篤 之

宮 本　　　博

高 木　二 郎

吉 本　哲 生

河 野　元 勝

角　　　敬 之

尾 形   彰 史

永 田　昻 生

山 田　清 人

藤 本　博 文

濱 田   英 俊

仲 西     　聰

金 　 　  範 得

江　     文 雄

川 口　祐 司

秋 谷　直 信

橋 本　雅 夫

西 河　洋 一

髙 木　光 一

小 寺　貴 士

井 家　良 明

淺 野　昌 宏

加    藤     善次郎

梅　 元　 千代志

阿 部　安 行

早 川　金 光

渋 谷　雅 信

大 原　武 光

前 野　和 博

金 田　裕 治

井 出　恵 尉

早 川　　　昇

柴 田　真 利

山 田　敏 明

不 在

不 在

吉 本　竜 也

鈴 木　祥 一

藤 倉　茂 起

鈴 木  雅 久

片 山　雅 則

宮 澤　　　守

柳 沢　純 一

岩 本　　　毅

増 田　孝 弘

中 村　行 男

南 山　佳 徳

種 元　賢 弘

近 藤　　　孝

長谷川　 勝　 己

竹 内　祥 貴

忍　　　裕 司

古 越　　　仁

不 在

岡 本   正 仁

佐々木　 茂 　人

中 村　信 夫

校友会 支部及び支部長一覧

支部名 

 

支　部　長 

 氏　名　　　 卒年・学科
支部名 

 

支　部　長 

 氏　名　　　 卒年・学科
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キリンビール株式会社 　　　　　ウィスキー
株式会社ジャパンビバレッジ東京 お茶
　

芝浦工業大学校友会総会懇親会　賛助品提供企業一覧
本総会にあたり下記企業より賛助品を提供いただきました

皆様のご厚志とご支援に深く御礼申し上げます。
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平成28年度 全国総会・懇親会 実行委員会委員リスト
平成 28 年 6 月 11 日現在

実行委員の皆様には、本日の全国総会・懇親会を開催するにあたり、
4ヶ月間ご協力頂きました。心より感謝申し上げます。

実行委員長：泉澤　定雄
青　木　豊　治
赤　井　和　憲
赤　坂　邦　雄
浅　田　和　浩
淺　野　昌　宏
浅　見　　　勝
新　井　　　剛
新　井　憲　法
有　泉　智　貴
安　藤　脩　二
安　藤　　　毅
安　藤　吉　伸
飯　島　敏　春
伊　狩　ちづる
猪　坂　　　哲
石　橋　恒　夫
礒　部　芳　邦
板　橋　成　光
市　川　　　拓
井　出　恵　尉
稲　葉　一　雄
犬　塚　祥　二
岩　本　行　雄
植　松　恵　一
内　田　武　男
枝　広　英　俊
大　木　　　茂
大　友　静　正
鴻　　　義　久
大　原　武　光
岡　本　　　健
岡　本　泰　明
岡　本　嘉　行
小　川　達　生
小　川　　　誠

荻　原　雅　彦
小　貫　　　諭
小野瀬　　　等
香　川　裕　秀
角　野　和　明
柏　倉　隆　行
加　藤　善次郎
加　藤　　　浩
金　井　昭　三
金　井　佑　樹
釜　井　重　一
鎌　田　清　文
苅　谷　義　治
菊　地　明　彦
北　村　宣　章
木名瀬　英　彰
國　北　圭　二
雲　然　國　幸
倉　科　嘉　仁
郡　司　卓　臣
児　島　哲　治
小　島　博　光
小　平　和一朗
小　林　倫　雄
齋　藤　敦　史
斎　藤　敬一郎
斎　藤　　　男
齋　藤　秀　達
佐々木　克　則
佐　藤　　　勝
佐　野　茂　彰
澤　口　　　洋
志　手　一　哉
篠　沢　秀　一
渋　谷　雅　信

清　水　修　司
清　水　信　夫
神　野　兼　次
進　木　正　博
菅　谷　　　裕
筋　野　豊　司
鈴　木　　　泉
鈴　木　一　巳
鈴　木　俊　一
鈴　木　文　雄
鈴　見　健　夫
大　丸　征　史
髙　木　光　一
高　橋　　　哲
滝　沢　厚　征
滝　下　　　勇
田　口　継　道
田　口　智　大
田　中　武　志
田　中　直　彦
谷　川　　　潮
辻　村　　　建
角　田　隆　二
長　井　義　明
中　川　雅　史
長　沢　栄太郎
中　根　眞　行
中　村　　　宏
中　村　行　男
西　河　洋　一
野　上　宏　明
野　口　博　文
野　元　明　俊
橋　本　雅　夫
長谷川　健　嗣

長谷川　浩　志
畠　中　總一郎
濱　野　光　行
早　川　金　光
林　田　和　雄
半　田　公　作
平　井　良　樹
平　光　庄一
福　井　幸　博
福　田　栄　寿
藤　井　忠　雄
藤　田　利　行
文　倉　辰　夫
前　野　和　博
丸　山　広　光
南　山　佳　徳
村　島　充　裕
森　　　大　助
森　川　　　理
森　本　　　静
野　城　正　人
安　田　俊　司
山　口　正　樹
山　田　サトシ
横　山　賢　一
芳　井　　　浩
吉　池　富士夫
吉　野　　　巌
吉　本　竜　也　
渡　辺　　　碩
渡　辺　通　宏
板　垣　真　人
増　田　純　一
鯨　井　　　武
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日時

会場

平成28年6月11日（土）午後2時30分

ホテルイースト21東京（イースト21ホール）　　

芝浦工業大学校友会
全国総会懇親会

平成28年度
一
、
朝
日
に
輝
く

　風
と
潮

　
　雄
大
空
あ
り

　雲
は
移
る

　
　仰
げ
よ
校
旗
の

　翩
翻
た
る
を

　
　白
亜
の
殿
堂

　こ
こ
に
聳
え

　
　わ
れ
ら
が
工
学

　英
気
鐘
む

　
　
　芝
浦

　芝
浦

　我
等
が
母
校

二
、
世
紀
に
脈
う
つ

　熱
と
理
性

　
　剛
健
矩
あ
り

　常
に
鍛
う

　
　行
へ
ほ
が
ら
に

　溌
剌
た
れ
や

　
　師
弟
の
純
情

　一
に
依
り
て

　
　磨
く
に
こ
の
技

　神
に
通
ず

　
　
　芝
浦

　芝
浦

　我
等
が
母
校

三
、
永
遠
に
栄
ゆ
く

　意
思
と
秩
序

　
　誠
実
た
だ
あ
り

　道
は
徹
る

　
　夢
む
な
空
理
の
漠
々
た
る
を

　
　精
微
を
き
は
め
て

　事
に
即
か
ば

　
　工
学
日
本

　大
を
成
さ
ん

　
　
　芝
浦

　芝
浦

　我
等
が
母
校

校

　
　
　歌山

田
耕
筰 

作
曲

北
原
白
秋 

作
詞

う
し
お

た
い

き
ょ
く
よ
う

あ
ま

た
か 

ね

う
ん
じ
ゃ
く

か
も
め

か
な 

め

た
く
み

や

し
ん
し
ん
こ

さ
き 
ん  
ど

う
つ
つ

め
い
じ
つ
ま
さ

い
ま
ひ
と
ゆ
め

き
ん 

か

わ
れ 

ら

つ
と

そ
な

い
だ

き
ょ
く
が
く
あ
せ
い
と
き 

う

し
ぼ

げ
ん

よ
う
よ
う
こ

う
ず
し
お

わ
こ
う
ど

れ
ん 

ま

そ
び

の
り

み
が

と

　わ

と
お

ば
く
ば
く

つ

わ
ざ

は
つ
ら
つ

い
つ

よ

あ
つ

へ
ん
ぽ
ん

荒
波
浴
び
る
芝
浦
に

そ
び
ゆ
る
工
大
わ
が
母
校

伝
統
こ
こ
に
五
十
年

文
化
の
渦
潮
導
き
て

静
穏
精
進
に
敵
は
な
し

お
お
芝
浦
エ
ン
ジ
ニ
ア

一
、
巨
鯨
潮
吹
き
鵬
の
舞
う

　大
え
い
の
水
洋
洋
乎

　
　旭
陽
う
け
て
天
そ
そ
る

　不
二
の
高
嶺
に
雪
白
く

　
　関
東
の
野
に
麦
萌
ゆ
と

　雲
雀
天
に
告
げ
ん
と
す

二
、
東
京
湾
頭
波
も
な
く

　墨
水
流
れ
鷗
浮
く

　
　都
の
枢
要
地
を
占
む
る

　工
の
業
の
学
び
校
の

　
　林
は
繁
し
い
や
栄
え

　や
が
て
花
咲
き
実
を
結
ぶ

三
、
科
学
の
世
界
工
業
の

　進
歩
や
ま
こ
と
駸
々
乎

　
　先
人
夢
に
見
し
と
こ
ろ

　今
や
現
実
に
現
ぜ
ら
れ

　
　今
人
夢
に
見
る
と
こ
ろ

　明
日
将
に
実
現
す

四
、
曲
学
阿
世
時
得
と
も

　夕
を
待
た
で
凋
み
散
る

　
　槿
花
一
朝
の
栄
え
あ
り

　真
理
に
立
て
る
学
に
し
て

　
　ま
こ
と
の
学
の
権
威
あ
り

　学
の
独
立
守
ら
で
や

五
、
世
界
文
化
に
貢
献
し

　人
類
の
平
和
招
く
べ
く

　
　太
古
バ
ビ
ロ
ン
に
夢
む
て
ふ

　バ
ベ
ル
の
塔
を
築
く
こ
そ

　
　学
徒
の
荷
う
務
め
な
れ

　我
等
の
懐
く
望
み
な
れ

六
、
キ
イ
ツ
は
い
い
ぬ
美
し
き

　も
の
こ
そ
永
遠
の
か
ん
き
な
れ

　
　趣
味
実
用
を
兼
ね
備
う

　美
の
殿
堂
を
築
く
べ
き

　
　使
命
は
重
し
わ
が
肩
に

　望
み
は
高
し
わ
が
胸
に

　

一
、
雄
図
秘
め
し
若
人
の

　
　胸
高
鳴
る
や

　い
か
に
せ
ん

　
　芝
浦
健
児

　こ
こ
に
あ
り

　
　正
々
堂
々

　た
た
か
わ
ん

　

　
　最
後
に
取
る
は

　勝
利
な
り

　
　芝
浦

　芝
浦

　芝
浦

　
二
、
錬
磨
の
日
々
ぞ

　涙
あ
り

　
　聞
け
よ
王
者
の

　お
た
け
び
を

　

　
　芝
浦
健
児

　こ
こ
に
あ
り

　
　正
々
堂
々

　た
た
か
わ
ん

　
　必
ず
と
る
は

　勝
利
な
り

　
　芝
浦

　芝
浦

　芝
浦

　

旧

　
　校

　
　歌

須
川
政
太
郎 

作
曲

有
元

　史
朗 

作
詞

●
荒
波
浴
び
る

第
一
応
援
歌

第
二
応
援
歌


